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　桐朋学園女子部研究紀要は、昭和 60 年に発刊以来、毎年発行を続けてきました。桐朋学園
女子部の礎を築いた一人である生江義男元校長は、紀要第１号の発刊のことばの中で、次のよ
うに述べています。
　「教職員が仕事としての教育活動のかたわら、自らの研究活動を推進し、その過程において
自己を啓発・教育していくことは、必ずや児童生徒の知識欲や姿勢に好影響を与えるものと確
信するが故に、一人ひとりが研究課題をもち、それを探究することは、学園創設当時からの命
題であった。」
　この紀要は、その発表の場の一つです。
　今回は 6名の方から玉稿をいただきました。2020 年度は、新型コロナウイルス感染症という
かつてない災難に見舞われ、その対応のために多くの時間と労力を割かねばなりませんでした。
それらと並行して研究を進め、まとめた努力に敬意を表するとともに、ご覧いただく多くの皆
さまから忌憚のないご意見、ご批判を賜りますよう、お願い申し上げます。




